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平成２７年度 ９月補正予算案主要事項説明
共 通

事 業 名 「森の京都」整備事業費

予 算 額 １２７，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨
京都縦貫自動車道の全線開通や国定公園の新規指定、来年度の「森の京

都博（仮称）」の開催を踏まえ、「森の京都」の戦略拠点づくりを地域住民
・団体、関係市町、府等が協働し、加速化するとともに、国定公園の新規
指定に向けた環境整備を推進する。

２ 事業内容
○ 「森の京都博」を見据えた戦略拠点づくりの推進と誘客促進

57,000千円
事 業 内 容 （１）「森の京都」市町村支援事業費

市町マスタープランに基づく「森の京都」関連事業への支援
目 的 （２）「森の京都」クラフトモール整備事業費
対 象 「京都新光悦村」に「可動式職人工房」を整備
方 法 等 （３）「３つの京都」集客パワー強化事業費

観光誘客のための動向分析や送客に係る課題分析等の実施

○ 国定公園の新規指定に向けた環境整備の推進 24,000千円
・「森の京都」新規国定公園事業費

芦生原生林の保全のための適正利用の促進及びインフォメーション
機能の整備等

○ 戦略拠点等へのアクセスと周遊性の強化 46,000千円
（債務負担行為 300,000千円）

（１）「森の京都」案内標識等整備費
戦略拠点等へのアクセス強化等のための道路案内標識等の整備

（２）「森の京都」アクセス道路等整備費（債務負担行為）
周遊性の強化や戦略拠点アクセス向上等のための道路整備等

企画理事付 075-414-4514
自然環境保全課 自然公園担当 075-414-4378
産業労働総務課 企画・地域戦略担当 075-414-4819
染織・工芸課 工芸担当 075-414-4856
産業立地課 調整担当 075-414-4881

担当課・担当名
産業立地担当

課･担当電話番号
075-414-4848

広域観光戦略課 広域観光担当 075-414-4879
モデルフォレスト・全国育樹祭推進課 075-414-5012
育樹祭企画担当
道路建設課 道路・橋梁担当 075-414-5252
道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262
河 川 課 流域担当 075-414-5288

建設交通 －１－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 要求部局

市町がマスタープランに基づき実施する「森の京都」関連事業等に対する
補助制度を創設し、「森の京都」の取組を加速化

20,000 企画理事付

「京都新光悦村」に職人等が活動する工房を整備し、作品の展示・実演販
売などのチャレンジの場を提供

10,000
商工労働
観光部

京都市域等で増大する観光客や国際フェリーの定期航路化による新たな
観光客を、確実に「３つの京都」地域等へ誘客するための動向分析や送客
に係る課題分析、商品開発を実施

27,000
商工労働
観光部

57,000

由良川・桂川上中流域の新規国定公園指定に合わせ、芦生原生林の保
全・適正利用の促進及び多言語案内板等インフォメーション機能を整備

24,000 環境部

来年春の国定公園の新規指定等を控え、戦略拠点へのアクセス強化等の
ため、先行的に案内標識等を整備

46,000
企画理事付
農林水産部
建設交通部

「森の京都」のターゲットイヤーに向けた戦略拠点の整備や拠点へのアクセ
ス向上等のため、道路整備等を実施

(300,000) 建設交通部

46,000

127,000

「森の京都」アクセス道路等整備費（債
務負担行為）

建設交通　－　1-1　－

　２  国定公園の新規指定に向けた環境整備の推進

　３　戦略拠点等へのアクセスと周遊性の強化

総　　　　　計

小　　　　計

「森の京都」新規国定公園事業費

「森の京都」案内標識等整備費

「森の京都」クラフトモール整備事業費

「森 の 京 都」 整 備 事 業 一 覧

事業名

小　　　　計

　１　「森の京都博」を見据えた戦略拠点づくりの推進と誘客促進

「３つの京都」集客パワー強化事業費

「森の京都」市町村支援事業費



平成２７年度 ９月補正予算案主要事項説明
共 通

事 業 名 「お茶の京都」整備事業費

予 算 額 ８８，０００千円 新規・継続の別 新 規

１ 趣 旨

本年４月の日本遺産「日本茶８００年の歴史散歩～京都・山城」の認定

等を踏まえ、平成２９年度に予定されている「お茶の京都博（仮称）」の成

功に向けた「お茶の京都」の戦略拠点づくりを地域住民・団体、関係市町

村、府等が協働し、推進するとともに、「宇治茶」のブランド力強化やお茶

産業の振興を図る。

２ 事業内容

○ 地域の魅力を引き出す戦略的な拠点づくりの推進と誘客促進

事 業 内 容 37,000千円

（１）「お茶の京都」市町村支援事業費

目 的 市町村マスタープランに基づく「お茶の京都」関連事業への支援

対 象 （２）「３つの京都」集客パワー強化事業費

方 法 等 観光誘客のための動向分析や送客に係る課題分析等の実施

○ お茶産業の活性化 31,000千円

（１）農林水産業スマート化事業費（宇治茶生産技術強化）

ＩＣＴを活用したスマート化による宇治茶生産技術の強化

（２）「お茶の京都」コアイベント構想策定費

「お茶の京都」を世界に向けて発信するためのコアイベントの開催

に向け、構想を策定

○ 戦略拠点等へのアクセスと周遊性の強化 20,000千円

・「お茶の京都」案内標識整備費

戦略拠点等へのアクセス強化と周遊性強化のための道路案内標識の

整備

企画理事付 075-414-4514

広域観光戦略課 広域観光担当 075-414-4879

担当課・担当名 流通・ブランド戦略課 研究普及担当 課･担当電話番号 075-414-4968

農 産 課 宇治茶・特産振興担当 075-414-4944

道路管理課 安全・指導担当 075-414-5262

建設交通 －２－



（単位：千円）

NO 概　　　　　　　　要 予算額 要求部局

市町村がマスタープランに基づき実施する「お茶の京都」関連事
業等に対する補助制度を創設し、「お茶の京都」の取組を加速化

10,000 企画理事付

京都市域等で増大する観光客や国際フェリーの定期航路化によ
る新たな観光客を、確実に「３つの京都」地域等へ誘客するため
の動向分析や送客に係る課題分析、商品開発を実施

27,000
商工労働
観光部

37,000

ＩＣＴデータを活用した宇治茶生産に係る作業の省力化、最適化、
自動化により、収量、品質を向上・安定させ、経営の向上と新たな
担い手の確保を図り、農林水産業の成長産業化を推進

30,000 農林水産部

「お茶の京都」を世界に向けて発信するためのコアイベントの開催
に向け、構想を策定

1,000 農林水産部

31,000

本年４月の日本遺産認定を踏まえ、「宇治茶かおり回廊整備マス
タープラン」に基づくメインルートとなる回遊ルートを中心として、先
行的に案内標識を整備

20,000
企画理事付
建設交通部

88,000

「お 茶 の 京 都」 整 備 事 業 一 覧

事業名

1　地域の魅力を引き出す戦略的な拠点づくりの推進と誘客促進

「お茶の京都」案内標識整備費

小　　　　計

「お茶の京都」コアイベント構想策定費

「３つの京都」集客パワー強化事業費

「お茶の京都」市町村支援事業費

３　戦略拠点等へのアクセスと周遊性の強化

建設交通　－　2-1　－

小　　　　計

２　お茶産業の活性化

総　　　　　　計

農林水産業スマート化事業費（宇治茶生
産技術強化）



建設交通 －３－

平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 京都発「夢の家」構想策定費

予 算 額 ３，０００千円 新規･継続の別 新 規

事業内容

目 的

対 象

方法等

担当課・係名 住宅課 計画担当 課･係直通電話番号 075-414-5361

１ 趣 旨

若者の府外への転出抑制・府外からの流入促進・地方への定住促

進を図るため、若者への質の高い住宅確保と自宅の一室を提供する

高齢者との交流を図る、同居マッチングシステムの創設に取り組む。

２ 事業概要

若者へ低廉で質の高い住宅確保と、若者に自宅の一室を提供する

高齢者との交流や生活支援を図る新しい住まいの構想を策定



平成２７年度９月補正予算案主要事項説明

建 設 交 通 部

事 業 名 単独公共事業執行平準化対策費

（債務負担行為限度額）

予 算 額 ２，５００，０００千円 新規･継続の別 継 続

１ 趣 旨

年度当初時期の工事量の減少を緩和し、年間を通じて円滑な工事
執行を図るため、出水期までに施工する必要がある箇所等について
債務負担行為により施工し、年間を通じた仕事量の確保を図る。

２ 事業概要

債務負担行為として今年度中に事業着手することにより

事業内容 ① 出水期（６月頃～１０月頃）までに施工する必要がある箇所

目 的 ② 地元調整等から年度当初の工事着手が必要（可能）な箇所

対 象 ③ 夏場の交通規制困難期までに施工する必要がある箇所

方法等 等の対策を講じる。
(単位：百万円）

実 施 内 容 債 務 負 担 行 為 限 度 額

道路・街路事業 １，６７０

河川・砂防事業 ７２０

都市公園事業 １１０

担当課・係名 監理課 経理担当 課・係直通電話番号 075-414-5173

建設交通 －４－


